
1

グローバル本社

〒220-8765 横浜市西区みなとみらい四丁目 6番 2号
みなとみらいグランドセントラルタワー

www.chiyodacorp.com

2024年 10月 7日

関係各位
千代田化工建設株式会社

IR・広報・サステナビリティ推進セクション

オマーン人大学新卒エンジニア向け人財育成に関する覚書を締結

千代田化工建設株式会社（本社：神奈川県横浜市、社長：太田 光治、以下「当社」）とオマーン国のエネル

ギー資源分野業界を代表する人財育成機関である Oman Energy Association（本社：オマーン マスカッ

ト、CEO：Eng. Mr. Mohammed Al-Naabi、以下、「OPAL」）は、オマーン人大学新卒エンジニアへの人財
育成に関する覚書を締結いたしましたのでお知らせいたします。なお、本件は Ministry of Energy and
Minerals（以下「MEM」）の H.E. Mr. Mohsin Al Hadhrami 次官、山本条太駐オマーン大使臨席の下、
OPAL CEO：Eng. Mr. Mohammed Al-Naabi、当社会長：噫田 雅和により署名されました。

当社はこれまでの世界における LNG をはじめとする各種プラントの豊富な建設実績を活かし、1970 年代
より通算で 1,000 名以上のエンジニアを諸外国より受け入れ、ハイドロカーボン分野のプラント諸設備にお
ける設計技術などを習得する機会を提供してきました。

このたび、当社はオマーン人大学新卒エンジニアを受け入れ、プロセス設計等の各種設計やプロジェクトマ

ネジメントをはじめとした LNG プロジェクトの遂行に求められる技術的知識を習得する研修プログラムを提

供します。

当社は本取り組みを通じて、オマーン人大学新卒エンジニアに対し、キャリアを築くために必要な専門的知

識を習得する機会を提供し、Oman Vision 2040に沿ったオマーン国の技術的専門知識の強化およびオマ
ーン人エンジニアの人財育成を支援するとともに、オマーン国エネルギー分野の成長と発展に貢献していく

所存です。

尚、今年度の研修費用は、産油国と日本との石油ダウンストリーム部門における人財育成事業を行ってい

る一般財団法人 JCCP 国際石油・ガス・持続可能エネルギー協力機関の支援を受けております。

山本条太駐オマーン大使

OPAL と千代田化工建設の覚書は、オマーン国と日本の永続的な友好と協力の証です。この取り組みは、
Oman Vision 2040に貢献するだけではなく、両国間の絆をさらに強化にするものです。オマーン国のエン
ジニアリング人財の成長と成功に貢献できることを誇りに思います。

Eng. Mr. Mohammed Al-Naabi（OPAL）
この覚書は、オマーン国のエンジニアの技術力を向上させるという OPALのコミットメントを明確に示すもの
です。千代田化工建設のような世界的に有名な企業と提携することで、オマーン国の若き専門家たちが、

最高の技術者から、オマーン国のエネルギー分野を発展させるために必要な知識を提供することができま

す。この協力関係がオマーン国のエネルギー分野にポジティブな影響を与えることを楽しみにしています。
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噫田 雅和（当社）

オマーン国との長年にわたる関係と、人財育成に対する当社の献身を強調するこの取り組みで、OPAL と
協力できることを光栄に思います。当社の専門知識とノウハウを共有することで、次世代のオマーン国のエ

ンジニアに力を与え、彼らがエネルギー分野の課題に対応できるようにすることを目指しています。このパ

ートナーシップは、Oman Vision 2040 とオマーン国の持続可能な発展に貢献するという当社のコミットメン
トを反映したものです。

当社はこれまでオマーン国において、各 330万トン/年のキャパシティーを誇る 3つの LNG トレインの完
工に携わってきました。本取組みを通じてオマーンのエネルギー市場への全面的な支援のみならず、人財

育成の側面からも持続可能な発展に貢献することで、当社パーパス「社会の“かなえたい”を共創（エンジ

ニアリング）する」を実現してまいります。

MOU署名式での集合写真
（左から）MEM H.E. Mohsin Al Hadhrami次官、OPAL CEO Eng. Mr. Mohammed Al-Naabi、

当社 噫田会長、山本条太駐オマーン大使

概要
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1. 千代田化工建設株式会社

設立：1948年
本社所在地：神奈川県横浜市西区みなとみらい四丁目６番２号

事業内容：総合エンジニアリング事業（ガス、電力、石油、石油化学、一般科学、医薬品などの設備並

びに公害防止・環境改善・保全および災害防止用等の設備に関するコンサルティング、計画、設計、

調達、施工、試運転およびメンテナンス等、石油・天然ガスその他の鉱物資源の開発、関連事業に関

する投融資）

2. Oman Energy Association (OPAL)
本社所在地：Taminat Complex, Building No. 55/9, Street No. 53
P.O. Box 1640, PC 115
Al Ghubra, Muscat, Sultanate of Oman
Located on the 8th Floor – Penthouse
設立：1998年
概要：OPALはオマーン国のエネルギー資源分野におけるビジネス活動促進、就職斡旋、人財育成に

関わる活動・研修を提供する NGO および非営利団体。オマーン国のエネルギー業界を世
界的に競争力があるものにすることを目標に設立以来過去 25年間で、OPALは同業界に
おいて 15,000名のオマーン人の研修プログラム参加・就職に携わってきており、近年では
9,700 名のオマーン人のキャリアアップに貢献してきた。長期的な目標はオマーンのエネ
ルギー資源分野を世界クラスの水準に引き上げ、国際競争力を確保することです。

以 上
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